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社
会
科
の
新
し
い
課
題
に
挑
戦
す
る

先
生
方
と
授
業
を
紹
介
し
た
い。

富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校
の
米
津
英

郎
先
生
は
、
「
人
口
減
少
社
会
を
い
き

て
い
く
た
め
の
資
質
や
能
力
を
育
成
す

る
小
学
校
社
会
科
教
育
の
可
能
性
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
実
践
研
究
に
挑
ん
で
い

る。
小
学
校
社
会
科
は
、
下
ど
も
た
ち
が

日
常
経
験
す
る
社
会
郁
象
を
ぷ
盤
に
展

開
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
急
激
に
変
化

す
る
社
会
に
お
い
て
は
、
現
状
の
社
会

事
象
の
学
習
だ
け
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
大
人
に
な
っ
て
生
活
す
る
社
会
の
形

成
者
に
な
る
た
め
に
必
要
な
資
質
や
能

力
を
育
成
で
き
な
い
。
一
歩
先
の
社
会
、

す
な
わ
ち
少
子
高
齢
人
口
減
少
社
会
の

課
題
を
想
定
し
た
授
業
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
。
こ
れ
が
米
津
先
生
の
問
題
意
識
で
あ

る
。
た
だ
し
、
人
口
減
少
に
関
す
る
特

別
な
学
習
内
容
や
学
習
時
間
を
新
た
に

た
め
に
、
「
少
下
高
齢
化
対
策
の
ラ
ン

キ
ン
グ
つ
く
り
」
を
開
発
。
人
口
と
い

う
視
点
か
ら
日
本
の
特
色
を
捉
え
る
学

習
の
「
内
容
知
」
と
「
方
法
知
」
を
述

動
さ
せ
た
、
参
加
型
学
習
活
動
を
実
践

す
る
。他
方
、
金
原
先
生
は
、
「
資
源
や
産

業
か
ら
見
た
日
本
の
地
域
的
特
色
」
の

学
習
に
お
い
て
．
今
後
最
も
危
倶
さ
れ

る
産
業
で
あ
る
「
店
業
」
に
注
目
し
、

生
徒
の
発
想
を
豊
か
に
し
、
自
由
な
判

断
を
生
か
す

「
分
類
」
と
い
う

「
方
法

知
」
を
中
心
に
お
い
た
実
践
を
拭
み
て

い
z
。
こ
の
両
先
生
の
実
践
は
、
「
内
容

知
」
が
監
視
さ
れ
が
ち
な
中
学
社
会
科

に
お
い
て
、

「β
法
知
」
に
こ
だ
わ

っ

た
優
れ
た
試
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
新

し
い
「
内
容
知
」
の
学
習
は
、
新
し
い

「・
刀
法
知
」
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
こ

と
を
ぷ
す
貴
重
な
実
践
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
内
容
知
」
と
「
方
法

設
け
る
こ
と
を
ぷ
M
附
す
る
の
で
は
な
い。

従
来
の
段
業
実
践
の
な
か
に
、
少
子
高

齢
人
口
減
少
社
会
を
生
き
肱
く
た
め
に

必
民
な
資
質
を
育
成
す
る
可
能
性
を
見

山
し
、
州
制
制
的
に
前
川
す
る
こ
と
を
試

み
る
。そ
の
ひ
と
つ
が
、

4
作
の
「
浅
間
大

社
の
秋
祭
り
」
に
お
い
て
、
下
ど
も
た

ち
の
高
齢
将
へ
の
か
か
わ
り
を
依
視
し

た
実
践
。
日
川
川
齢
釘
の
刑
加
へ
の
負
山
崎

で
は
な
く
、
高
齢
者
へ
の
脱
し
み
、
感

動
、
尊
敬
の
感
情
を
指
う
機
会
を
拡
大

す
る
こ
と
で
、

「同
船
者
の
行
動
峨
式

を
理
解
し
、
役
立
と
う
と
す
る
力
」
の

育
成
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
目
的
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
、
米
津
先
生
が
小
学

校
社
会
科
の
ゴ
ー
ル
と
位
世
づ
け
る
の

が、

6
年
の
公
共
事
業
の
学
習
。
市
役

所
の
将
来
計
画
担
当
者
を
誹
附
に
迎
え
、

3
年
の
地
域
学
習
か
ら
積
み
上
げ
て
き

た
学
区
内
の
人
た
ち
の
力
も
か
り
で
、

高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
、
子

知
」
の
新
し
さ
が
セ
ッ
ト
で
求
め
ら
れ

る
社
会
科
の
新
た
な
課
題
の
代
表
が
、

法
教
育
で
あ
ろ
う
。
掛
川
市
立
城
東
中

学
校
の
高
橋
恒
明
先
生
が
取
り
組
ん
で

い
る
実
践
研
究
の
テ
l
マ
で
あ
る
。

新
た
な
分
野
で
あ
る
以
上
、
テ
キ
ス

ト
が
必
要
。
高
橋
先
生
が
選
ん
だ
の
は
、

法
務
省
か
ら
だ
さ
れ
た
、

『は
じ
め
て

の
法
教
育
我
が
固
に
お
け
る
法
教
育

の
普
及

・
発
展
を
目
指
し
て
』
で
あ
る
。

そ
の
中
に
あ
る
、
「
ル
ー
ル
づ
く
り
」

「
私
法
と
消
貨
者
保
護
」
「
出
法
の
意

技」

「司
法
」
と
い
う
4
つ
の
単
一バ
か

ら
、
「
ル
ー
ル
づ
く
り
」
と
「
私
法
と

消
費
者
保
護
」
を
と
り
あ
げ
る
。
そ
し

て
、
実
験
的
な
実
践
を
繰
り
返
す
こ
と

か
ら
、
公
立
中
学
の
社
会
科
公
民
的
分

野
の
学
習
と
し
て
実
践
可
能
な
単
元
の

開
発
に
挑
む
。

「ル
1
ル
づ
く
り
」
の
単
元
梢
成
で

高
橋
先
生
が
監
視
し
た
の
は
、
ル
ー
ル

の
必
要
性
の
学
習
を
次
の
手
順
で
進
め

ど
も
た
ち
が
試
み
る
。

こ
の
人
口
減
少
社
会
を
中
学
校
地
理

「
人
口
か
ら
み
た
日
本
の
地
域
的
特

色
」
の
学
習
で
展
開
し
て
い
る
の
が
、

的
附
大
学
教
育
学
部
附
属
品
田
中
学
校

の
岡
山
智
行
先
生
で
あ
る
。
岡
田
先
生

は
、
金
原
正
高
先
生
（
川
勝
枝
市
立
青
島

中
学
校
／
元
帥
岡
大
学
教
育
学
部
附
属

品
田
中
学
校
）
と
と
も
に
、
社
会
科
の

「
方
法
知
」
に
住
同
し
、
学
習
過
程
を

稲
川
視
す
る
授
業
研
究
に
取
り
組
ん
で
き

た
。特
に
、
開
発
教
育
の
現
喝
で
実
践
さ

れ
て
き
た
参
加
型
学
習
（
K
J
法、

ラ

ン
キ
ン
グ
、
マ
ト
リ
ク
ス
、
ウ
エ

ツ
ピ

ン
グ
な
ど
）
の
手
法
を
積
極
的
に
導
入

し、

小
学
校
社
会
科
の
学
習
活
動
の
・
刀

法
と
し
て
盤
備
し
て
き
た
。

そ
の
な
か
か
ら
、
岡
田
先
生
は
、
少

子
高
齢
化
を
生
徒
が
具
体
的
に
理
解
す

る
た
め
に
「
分
析
表
つ
く
り
」
を
開
発
。

ま
た
、
多
面
的

・
多
角
的
に
と
ら
え
る
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る
こ
と
。
一
つ
は
、
ル
l
ル
は
変
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
知
と
感
覚
の
育

成
。
も
う

一
つ
は
、
そ
れ
を
サ
パ
イ
パ

ル
ゲ
l
ム
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

多
様
な
参
加
型
学
習
活
動
に
よ
っ
て
実

践
す
る
こ
と
で
あ
る
。
同
様
に
、

「私

法
と
消
費
者
保
髄
」
の
単
元
に
お
い
て

も
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
契
約
向
山
の

原
則
の
学
習
を
、
消
貨
者
の
立
場
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
よ
る
体
感
に

よ
っ
て
倍
う
過
程
が
、
組
み
込
ま
れ
て

い
z
。
実
は
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
4
先
生
の

実
践
研
究
に
は
、
私
も
含
め
て
職
場
の

同
僚
が
参
加
し
て
い
る
。

一
歩
先
の
社

会
を
知
り
、
異
－X
化
の
引
場
で
鍛
え
ら

れ
た
学
習
方
法
を
得
て
、
新
た
な
規
制

を
創
る
う
え
で
、
研
究
者
が
参
加
で
さ

る
こ
と
も
、
静
岡
の
学
校
現
場
の
カ
と

考
え
る
。
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米津英郎氏の俊策（富士宮市立大怠小学級）岡田開行氏の綬
（静岡大学級丹十rBB附鹿島田中管伐）

区ヨ捜業に“書〈活動”＝定番と新メニュー
金原正高氏の授業

（静岡大学叙育学部開属島田中学校）
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